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ミ ク ロ カ ノ ニ カ ル量 子 化 法
一相転移点近傍での振舞 -
早大･理工 森 川 善 富
§1. はじめに
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め,pのTに関する時間発展はノ､ミル トン方程式によるとする.
dpz ∂E,a d¢Z ∂H ,",
)
















賢 -一語 -(i)pl, 音 盤 (-pl)d¢∠= ';I/I/
まさっ係数は,単位時間当りのエネルギー変化が一定値 C｡になるように選んだ｡



































Fig･2 1次相転移点近傍での内部エネルギーの振舞｡(a) P2/Pl- 1, C0 -10,





















が指数の形であり(◎ ),隣りあった辺の変数 (○ )と相互作用するというモデルである｡(こ
のモデルは格子間隔を0-近づけると,U(1)ゲージ理論の作用に帰着する｡) 実際の結果を
Fig.2(a)-4 (横軸は内部エネルギー5,縦軸は温度の逆数βである｡)に示す｡























カ オ ス の 結 合 敏 感 性
(CouplingSensitivityofChaos)








して巾法則で変化 (応答 )することが,数値的に兄い出されている1.)この報告で軌 等価なカ
オス系を結合した場合のリヤプノフ指数の変化 (応答 )について考える｡現実にあるどのよう
な物理系も局所的な少数自由度が相互に結合したものと見なせることを考えると,結合という
摂動に対するカオスの応答を調べることは有意義であろう｡又, リヤプノフ指数はカオスを定
量的に特徴づける最も基本的な量である｡そこで, リヤプノフ指数という"窓〝を通してカオ
スの結合に対する応答ぶりをのぞいてみることにする｡理論Tもあるが, この報告では,数値
計算の結果を招介するにとどめる｡カオスは結合に対して異常に敏感であるというのが結論で
†)tobepublished.
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